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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背もたれ内を少なくとも昇降変位することができる施療子を備える椅子型のマッサージ
機において、
　前記施療子および／または背もたれに加わる使用者の荷重から、前記使用者の有無を判
定する押圧検出手段を備え、
　マッサージ動作の制御を行う制御手段が、前記押圧検出手段の検出結果に応答し、使用
者の存在が検出されない場合には、前記施療子の下降動作を禁止し、前記下降動作以外は
継続することを特徴とするマッサージ機。
【請求項２】
　前記制御手段は、使用者の存在が検出されない状態で予め定める移動量だけ下降した時
点で、前記施療子の下降動作を禁止することを特徴とする請求項１記載のマッサージ機。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記背もたれの下端側の予め定める範囲以下への施療子の下降動作を
禁止することを特徴とする請求項１記載のマッサージ機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、背もたれ内を少なくとも昇降変位することができる施療子を備える椅子型の
マッサージ機に関し、特にその動作制御に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　上述のような椅子型のマッサージ機において、従来からの典型的なマッサージ機は、使
用者がコントローラ等のスイッチを入れることで、前記コントローラ等によってモータが
駆動され、動作するものであり、マッサージ動作の停止は、タイマーによる自動的な停止
操作や、使用者が再度スイッチを操作することによる「切」指令にて行われることが一般
的であり、他に、施療子に異常な荷重が加わったり、モータがロックすることによってマ
ッサージ動作を停止する機能を備えるものもある。
【０００３】
　ところが、マッサージ機を停止させるイベントとして、そのようなタイマーによる動作
停止、異常荷重による動作停止、モータロックによる動作停止だけでは、使用者の身体が
マッサージ機から離れたり、子供などのマッサージに適さない体格の使用者が着座したり
すると、背もたれ内で動作を続ける施療子が下方へ変位したとき、前記施療子と座面との
間で不所望な異物の挟み込みを生じる可能性があり、挟み込みによる過負荷になる前に、
眼鏡等、挟まれた物品が破損したり、メカ系への過負荷が生じるという問題がある。
【０００４】
　そこで、特許文献１には、着座検出素子によって、施療子に加わる押圧力から使用者の
着座の有無を判定し、使用者が着座していないことが検出されると、施療子を低速化ある
いは停止することで、静粛性を向上するようにしたマッサージ機であり、前記の過負荷へ
の対応が可能であり、また前記着座検出素子を座面部に設置してもよいことが記載されて
いる。
【０００５】
　また、特許文献２には、周波数が走査される高周波信号を送信して、その反射波の周波
数およびレベルから、空席、荷物、人体を判別する人体センサによって、人が居ない場合
にはマッサージ動作をオフすることで、電力消費を削減するようにしたマッサージャが示
されている。
【０００６】
　さらにまた、特許文献３には、施療子またはそれが取付けられる昇降自在のマッサージ
機構に取付けられた駆動源等によって発生された振動の伝わり具合を検出することで、使
用者の着座の有無、体型、適正施療強度、施療必要部位等を検知し、適正モードの選択、
施療動作の終了を制御することで、個々人に最適なマッサージを実現するようにしたマッ
サージ機が示されている。
【０００７】
　また、特許文献４には、施療子の押圧検出手段による検出圧力が継続しない場合に、子
供が使用していると判断してマッサージ動作を停止するようにしたマッサージ機が示され
ている。
【０００８】
　さらにまた、特許文献５には、施療子の移動状況を監視し、異常が検出されると、移動
方向を反転させるようにしたマッサージ機が示されている。
【特許文献１】特開２０００－３１６９３３号公報
【特許文献２】特開平１０－１５０１１号公報
【特許文献３】特開２００１－１０４４２５号公報
【特許文献４】特開２００２－３６９８５６号公報
【特許文献５】特公平２－４９１０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述の各従来技術では、使用者の存在・不存在を判断して動作を停止したりしてしまう
ので、たとえば使用者が一旦背中を離したりすると、マッサージ動作を停止してしまい、
使用者に違和感を抱かせるという問題がある。
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【００１０】
　本発明の目的は、背もたれ内を少なくとも昇降変位することができる施療子を備える椅
子型のマッサージ機において、使用者が違和感を抱かないようにすることができるマッサ
ージ機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のマッサージ機は、背もたれ内を少なくとも昇降変位することができる施療子を
備える椅子型のマッサージ機において、前記施療子および／または背もたれに加わる使用
者の荷重から、前記使用者の有無を判定する押圧検出手段を備え、マッサージ動作の制御
を行う制御手段が、前記押圧検出手段の検出結果に応答し、使用者の存在が検出されない
場合には、前記施療子の下降動作を禁止し、前記下降動作以外は継続することを特徴とす
る。
【００１２】
　上記の構成によれば、背もたれ内を少なくとも昇降変位することができる施療子を備え
る椅子型のマッサージ機において、前記使用者の有無を判定する押圧検出手段を設け、前
記押圧検出手段で使用者の存在が検出されない場合には、一対の施療子の往復運動や前記
施療子の昇降変位などのマッサージ動作の制御を行う制御手段は、前記施療子の下降動作
を禁止し、前記下降動作以外は継続する。
【００１３】
　前記押圧検出手段は、たとえば施療子に直接荷重を測定できる荷重センサを設けたり、
その施療子を支えるアームを介して施療子にかかる荷重を検出する手段を設けたり、前記
背もたれそのものに人体荷重を認識できるスイッチや圧電素子を設けるなどして、前記施
療子および／または背もたれに加わる使用者の荷重から、前記使用者の有無を判定する。
【００１４】
　したがって、施療子の下降動作中に使用者の有無を判断し、該下降動作を停止する機能
を備えるので、使用者が一時的に背中を離したり、着座姿勢が崩れたりしても、該下降動
作以外は継続されるので、使用者が違和感を抱くことはない。また、実際に使用者がマッ
サージ機から離れたとしても、該下降動作は停止することで、前記施療子と座面との間で
不所望な異物の挟み込みを生じることはなく、メカ系への過負荷も未然に防止することが
できる。なお、実際に使用者がいなくなったかどうかは、着座センサなどで検知し、完全
にマッサージ動作を停止するかどうかの判定を行うようにしてもよい。
【００１５】
　また、本発明のマッサージ機では、前記制御手段は、使用者の存在が検出されない状態
で予め定める移動量だけ下降した時点で、前記施療子の下降動作を禁止することを特徴と
する。
【００１６】
　上記の構成によれば、上述のような施療子と座面との間の不所望な異物の挟み込みを防
止するにあたって、使用者の存在が検出されなくなると直ちに下降動作を禁止するのでは
なく、前記使用者の存在が検出されない状態で、予め定める移動量、たとえば１５ｃｍだ
け下降した時点で、下降を停止する。したがって、前記予め定める移動量の間は下降動作
は継続されるので、使用者が一時的に背中を離すなどしても、施療子が前記移動量を移動
する間に再び背中を正しく着ければ、施療子の下降動作は不用意に停止せず、より一層、
使用者が違和感を抱くことはない。
【００１７】
　さらにまた、本発明のマッサージ機では、前記制御手段は、前記背もたれの下端側の予
め定める範囲以下への施療子の下降動作を禁止することを特徴とする。
【００１８】
　上記の構成によれば、上述のような施療子と座面との間の不所望な異物の挟み込みを防
止するにあたって、実質的に挟み込む可能性が少ないと思われる前記背もたれの上方側の
部分、たとえば座面から１５ｃｍを超える部分においては、前記使用者の有無を非検知と
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し、使用者の存在が検出されなくても、施療子の下降動作は継続される。したがって、使
用者が背中を離すなどしても、それが前記背もたれの上方側の前記予め定める範囲を超え
る部分であれば、前記下降動作は不用意に停止せず、より一層、使用者が違和感を抱くこ
とはない。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明のマッサージ機は、以上のように、背もたれ内を少なくとも昇降変位することが
できる施療子を備える椅子型のマッサージ機において、前記使用者の有無を判定する押圧
検出手段を設け、前記押圧検出手段で使用者の存在が検出されない場合には、一対の施療
子の往復運動や前記施療子の昇降変位などのマッサージ動作の制御を行う制御手段は、前
記施療子の下降動作を禁止し、前記下降動作以外は継続する。
【００２０】
　それゆえ、施療子の下降動作中に使用者の有無を判断し、該下降動作を停止する機能を
備えるので、使用者が一時的に背中を離したり、着座姿勢が崩れたりしても、該下降動作
以外は継続されるので、使用者が違和感を抱くことはない。また、実際に使用者がマッサ
ージ機から離れたとしても、該下降動作は停止することで、前記施療子と座面との間で不
所望な異物の挟み込みを生じることはなく、メカ系への過負荷も未然に防止することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　［実施の形態１］
　図１は、本発明の実施の一形態に係るマッサージ機１の外観形状を示す斜視図である。
このマッサージ機１は、大略的に、各種のマッサージ動作を行うリクライニング可能な椅
子２に、後述するその椅子２の各種のマッサージ機構に制御指令を送り込むための操作器
３を備えて構成されている。マッサージ機構は、後述するように椅子２の背もたれ部４内
に内蔵されるものであり、施療子を備えるとともに、少なくとも該施療子の上下方向の動
作位置を変化可能なように該施療子を昇降変位可能となっており、さらに該施療子の幅位
置および動作強度、施療子の動作速度（もみマッサージ動作について言えば１分間当りの
もみ回数）、および施療子の動かし方などが変更可能となっている。また、エアバッグの
膨縮によってマッサージするエアマッサージ機構を備えており、椅子２の座席５と、その
座席５の前方下部に連設される脚載せ台６内に収容配設される。
【００２２】
　図２は、前記マッサージ機１の電気的構成を示すブロック図である。前記操作器３は、
椅子２から分離されており、使用者が把持して操作可能である。この操作器３側の制御回
路２１と椅子２側の制御回路１１とは、有線または無線で（図１では有線で）相互に通信
可能となっているとともに、椅子２側の電源回路１２において、商用電源１３から作成さ
れた電力が、操作器３側の各回路へ供給される（無線の場合は、内蔵電池から電源供給）
。
【００２３】
　前記操作器３は、施療子の動かし方を変更するための動作選択スイッチや、施療子の作
動および各種調節のためのスイッチから成るスイッチ群２２および選択情報や施療子の動
作位置等についての各種情報を表示するための表示部２３，２４を備えるとともに、マイ
クロコンピュータから成り、操作された内容や施療子に関する情報を前記椅子２側の制御
回路１１との間で通信する前記制御回路２１を備えて構成されている。
【００２４】
　前記スイッチ群２２は、たとえば各モードのマッサージ動作を開始させるための動作開
始スイッチおよび終了させる終了スイッチと、マッサージ動作を終了した際に各部を折り
畳み、収納状態とする収納スイッチと、施療子の動作を選択するための動作選択スイッチ
と、もみ幅を選択するための幅選択スイッチと、もみ強度を選択するための強弱選択スイ
ッチと、もみ方向を選択するための上下選択スイッチと、もみ速度を選択するための速度
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選択スイッチと、各種の自動コースの中からコースを選択するための自動コース選択スイ
ッチと、肩位置を調整するための肩位置選択スイッチとを備えて構成されている。
【００２５】
　前記動作選択スイッチで動作が選択され、前記開始スイッチが操作されると、幅選択ス
イッチで選択されたもみ幅で、強弱選択スイッチで選択されたもみ強度で、上下選択スイ
ッチで選択されたもみ方向で、速度選択スイッチで選択されたもみ速度で、前記施療子の
駆動が行われる。その施療子の動作としては、参照符２５で示すような、もみ上げ、もみ
下げ、たたき、背筋伸ばし、部分背筋伸ばし、たたき背筋伸ばし、部分たたき背筋伸ばし
、指圧、つかみ、振動などである。
【００２６】
　ここで、たとえばもみおよびたたきを実現することができる具体的な機構は、たとえば
特開平５－２５３２６６号公報に示されており、もみおよび指圧を実現することができる
具体的な機構は、たとえば特開２００４－１６５２５号公報に示されており、つかみもみ
を実現することができる具体的な機構は、たとえば特開２００１－２９４１１号公報や特
開２００１－１１２８２８号公報に示されている。
【００２７】
　また、前述のような動作選択スイッチによる個別動作ではなく、前記自動コース選択ス
イッチによって各種の自動コースの中からコースが選択され、前記開始スイッチが操作さ
れると、幅選択スイッチで選択されたもみ幅で、強弱選択スイッチで選択されたもみ強度
で、前記施療子の駆動が行われる。その自動コースとしては、予めプログラムされており
、参照符２６で示すような、上半身コース、首・肩コース、後述するリラックスコース、
リフレッシュコース、リラックス・リフレッシュコースなどである。
【００２８】
　前記椅子２側では、マッサージ機構１４と、マイクロコンピュータから成り、前記操作
器３側の制御回路２１からの制御指令に応答して前記マッサージ機構１４や前記背もたれ
部４を起伏駆動するリクライニング手段１５を駆動する前記制御回路１１と、前記電源回
路１２と、前記施療子の動作位置（上下位置、幅位置、強弱位置）や、施療子の動作速度
を検出し、その検出結果を前記制御回路１１に入力して制御に反映させる各種のセンサ１
６と、使用者の有無をそれぞれ判定し、その判定結果を前記制御回路１１に入力して、後
述するように動作制御に反映させる押圧センサ１７および着座センサ１８とを備えて構成
される。
【００２９】
　図３は、前記押圧センサ１７の一構成例を示す図である。図３（ａ）で示すように、背
もたれ部４内には、たたき、もみなどの施療動作を行う一対の施療子３１が設けられてお
り、この施療子３１は、アーム３２を介して駆動機構３３に取付けられている。前記駆動
機構３３自体は、背もたれ部４内で長手方向に延設された図示しないラックレールに案内
され、かつ内蔵する昇降モータが回転することで、該昇降モータで駆動されるピニオンギ
アが前記ラックレールに噛合して回転し、前記背もたれ部４内を矢府３４で示すように昇
降変位自在となっている。
【００３０】
　そして、前記押圧センサ１７としては、前記施療子３１自体に設けられ、加わる使用者
の荷重から前記使用者の有無を判定する荷重センサや、図３（ｂ）で拡大して示すように
、前記駆動機構３３内に設けられ、前記施療子３１を支えるアーム３２を介して施療子３
１にかかる荷重を検出する荷重センサ３５であったり、図３（ａ）で示すように、前記背
もたれ部４そのものに設けられ、人体荷重を直接認識できるスイッチや圧電素子から成る
荷重センサ３６などのうち、１つまたは任意の組合わせから実現することができ、使用者
の荷重を判断することで、使用者有りの信号を前記制御回路１１へ出力する。前記使用者
の有無の判定閾値は、たとえば３ｋｇに設定される。
【００３１】
　一方、前記着座センサ１８としては、図４で示すように、座席５に着座した使用者３８
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の下半身の圧力を検知するスイッチや圧電素子などの接触式のセンサで実現することがで
き、使用者３８の有無を判断し、制御回路１１へ出力する。前記スイッチや圧電素子の場
合、使用者３８の体重が、マッサージに適した体格を有するたとえば１８ｋｇ以下では、
使用者有りの判定がなされないよう設定されている。
【００３２】
　このように構成されるマッサージ機１において、本発明では、制御手段である前記制御
回路１１は、前記押圧センサ１７および着座センサ１８の検出結果に応答し、先ず着座セ
ンサ１８で使用者が検出されない場合には、前記スイッチ群２２における動作開始スイッ
チからのマッサージ開始指令を無効とする。また、前記制御回路１１は、マッサージ動作
中に前記着座センサ１８によって使用者３８が検出されていても、押圧検出手段である前
記押圧センサ１７によって使用者の存在が検出されない場合には、前記施療子３１の下降
動作を禁止する。
【００３３】
　したがって、施療子３１の下降動作中に使用者の有無を判断し、該下降動作を停止する
機能を備えるので、使用者が一時的に背中を離したり、着座姿勢が崩れたりしても、前記
下降動作以外は継続されるので、使用者が違和感を抱くことはない。また、実際に使用者
がマッサージ機から離れたとしても、前記下降動作は停止することで、図５で示すように
、前記施療子３１と座面４０との間で不所望な異物４１の挟み込みを生じることはなく、
メカ系への過負荷も未然に防止することができる。なお、実際に使用者がいなくなったか
どうかは、前記着座センサ１８で検知しているので、実際に使用者がいなくなった場合、
前記スイッチ群２２の終了スイッチによることなく、完全に動作を停止してもよく、また
は一時停止状態で待機するようにしてもよい。
【００３４】
　［実施の形態２］
　図６は、本発明の実施の他の形態に係るマッサージ機の制御動作を説明するためのグラ
フである。このマッサージ機は、上述のマッサージ機１の構成を用いることができ、前記
制御回路１１における動作が、一部異なるだけである。注目すべきは、本実施の形態では
、前記制御回路１１は、前記センサ１６によって検出される施療子３１の上下位置の検出
結果を利用することである。すなわち、この図６で示すように、時刻ｔ１で、前記押圧セ
ンサ１７の検出結果が前記３ｋｇの判定閾値以下となって使用者の存在が検出されなくな
っても、施療子３１の下降動作を直ちに停止するのではなく、予め定める移動量Ｗ１、た
とえば１５ｃｍは許容し、前記移動量Ｗ１だけ下降した時刻ｔ２において、下降動作を停
止する。
【００３５】
　したがって、前記移動量Ｗ１の間は下降動作は継続されるので、使用者が一時的に背中
を離すなどしても、施療子が前記移動量Ｗ１を移動する間に再び背中を正しく着ければ、
下降動作は不用意に停止せず、より一層、使用者が違和感を抱くことはない。
【００３６】
　［実施の形態３］
　図７は、本発明の実施のさらに他の形態に係るマッサージ機５１の制御動作を説明する
ための概略的な側面図である。このマッサージ５１機も、前述のマッサージ機１の構成を
用いることができ、前記制御回路１１における動作が、一部異なるだけである。注目すべ
きは、本実施の形態では、前記制御回路１１は、前記押圧センサ１７で使用者の存在が検
出されなくなると、前記センサ１６によって検出される施療子３１の上下位置が、前記背
もたれ４の下端側の予め定める範囲Ｗ２、たとえば座面４０から１５ｃｍ以下への下降動
作を禁止することである。すなわち、上述のような施療子３１と座面４０との間への異物
４１の挟み込みを防止するにあたって、実質的に挟み込む可能性が少ないと思われる前記
背もたれ４の上方側の前記範囲Ｗ２を超える部分においては、前記押圧センサ１７による
使用者の有無を非検知とし、使用者の存在が検出されなくなくても、下降動作が継続され
ることである。
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【００３７】
　したがって、使用者が背中を離すなどしても、施療子３１が前記背もたれ４の上方側の
前記範囲Ｗ２を超える部分であれば、施療子３１の下降動作は不用意に停止せず、より一
層、使用者が違和感を抱くことはない。
【００３８】
　［実施の形態４］
　図８は、本発明の実施の他の形態に係るマッサージ機６１の制御動作を説明するための
概略的な側面図である。このマッサージ機６１も、概略的には前述のマッサージ機１の構
成を用いることができ、注目すべきは、前記駆動機構３３の下端に、異物検出手段であり
、異物４１の有無を検出する異物センサ６２をさらに備え、前記制御回路１１は、前記押
圧センサ１７で使用者の存在が検出されず、かつ前記異物センサ６２で異物４１が検出さ
れる場合に、前記施療子３１の下降動作を禁止することである。すなわち、前記押圧セン
サ１７で使用者の存在が検出されないだけでなく、さらにこの異物センサ６２で異物が検
出される場合に、前記施療子３１の下降動作を禁止する。前記異物センサ６２は、接触式
のスイッチや、非接触の距離センサなどから成り、直接、異物４１の有無を検出する。前
記異物センサ６２は、たとえば駆動機構３３の下面で、使用者の幅方向（図８の紙面に垂
直方向の中央部）に取付けられる。
【００３９】
　したがって、上述のような施療子３１と座面４０との間への異物４１の挟み込みを防止
するにあたって、使用者が背中を離すなどしても、駆動機構３３の下方側に実際に異物４
１がない限り、施療子３１の下降動作は不用意に停止せず、より一層、使用者が違和感を
抱くことはない。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】本発明の実施の一形態に係るマッサージ機の外観形状を示す斜視図である。
【図２】図１で示すマッサージ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図３】押圧センサの一構成例を示す図である。
【図４】着座センサの一構成例を示す図である。
【図５】本発明の実施の一形態に係るマッサージ機の制御動作を説明するための概略的な
側面図である。
【図６】本発明の実施の他の形態に係るマッサージ機の制御動作を説明するためのグラフ
である。
【図７】本発明の実施のさらに他の形態に係るマッサージ機の制御動作を説明するための
概略的な側面図である。
【図８】本発明の実施の他の形態に係るマッサージ機の制御動作を説明するための概略的
な側面図である。
【符号の説明】
【００４１】
１，５１，６１　　マッサージ機
　２　　椅子
　３　　操作器
　４　　背もたれ部
　５　　座席
　６　　脚載せ台
１１，２１　　制御回路
１２　　電源回路
１３　　商用電源
１４　　マッサージ機構
１５　　リクライニング手段
１６　　センサ
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１７　　押圧センサ
１８　　着座センサ
２２　　スイッチ群
２３，２４　　表示部
３１　　施療子
３２　　アーム
３３　　駆動機構
３５，３６　　荷重センサ
３８　　使用者
４０　　座面
４１　　異物
６２　　異物センサ

【図２】 【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】
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